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羽ばたけ鮎
あい
河
が
自治振興会

　土山地域の鮎河学区は、鈴鹿山系の麓にあり、豊かな
自然に恵まれた深山に広がるまちです。
　鮎河学区では、５月 28 日に自治振興会が設立され、
以降、地域の方が参画された様々な活動を展開されてい
ます。
　市内でも同学区は、特に少子高齢化が進んでいる地域
で、以前からも、さくら祭りなど、地域のつながりを大
切にされた活動を展開されていますが、今回の自治振興
会の設立でも新たな地域づくりへの期待が膨らんでいま
す。
　一人ひとりの顔が見える活動、鮎河学区の特性を活か
した活動に夢が広がります。

羽ばたけ鮎河自治振興会
久
く

保
ぼ

重
じゅうえい

衞会長に聞きました

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　鮎河学区では少子高齢化が進み、福祉・子育て・防災・
防犯など生活に密着した公共サービスについて、行政の
一律・公平な現在の施策では対応しきれなくなってきて
います。
　このような現状では、各区や団体が持つ強みを活かし、
弱みを補い合い、鮎河学区全体でお互いを思い、支え、
助け合い、住み続けたい、住んでみたいと思える地域づ
くりが必要であるとして、区長会が中心となり平成 22
年 10月２日に設立準備委員会を立ち上げました。
　設立準備委員会では、学区内の課題を出し合うワーク
ショップや先進地研修を行いました。また、住民の皆さ

んに自治振興会に関心をもって
もらうため名称募集も行ないま
した。33 作品の応募があり、
鮎河の未来を明るくするイメー
ジを連想させる「羽ばたけ鮎河
自治振興会」に決定しました。
　６回の準備委員会を経て今年
５月 28 日に設立総会を開催、
自治振興会をスタートさせまし
た。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当自治振興会では、学区の解決すべき課題別に４つの
専門部会を設け活動を展開しています。既に学童保育に
対する保護者のニーズアンケートの実施、敬老会の開催、
健康機器等の整備を行いました。また、自主防災隊の備
品を購入し、地域の安心安全の拡充を図りました。
　今後は、11月 20日に大河原において開催されるもみ
じまつりへ紅葉の林道を歩いて参加する学区民ウォーキ
ング、11月 27日には防災訓練の実施を予定しており、
自治振興会の活動もこれから本格化していきます。

── �羽ばたけ鮎河自治振興会のＰＲをどうぞ

　うぐい川の桜、鈴鹿国定公園の紅葉など、美しい自然
景観を有していますが、、空き家が目立つようになり、
周辺環境への影響も出てきているため、その利活用を含
め、現在、議論しています。今後は、持ち主の意向等に
ついてアンケートを実施し、有効となる空き家対策を検
討していきます。また、春の観光イベントとして定着し
ている「咲くや鮎河さくらまつり」の運営体制等につい
て抜本的な見直しを行い、より一層、盛会なイベントと
なるよう取り組みます。さらに、鮎河菜などの地域の特
産品を活かしたまちづくりも進めていきたいと思いま
す。みなさんのご支援とご指導をお願いします。

みんなで支えてみんなでつくる鮎河の未
あした
来
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10
月
27
日
、甲
南
第
三
小
学
校
の

１
、２
年
生
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
ば
打

ち
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
下
馬

杉
の
岩
田
さ
ん
宅
で
、体
験
の
10
日
前

に
そ
ば
の
お
話
を
聞
き
、実
際
に
使
う

道
具
を
見
せ
て
も
ら
い
な
が
ら
作
業

工
程（
お
そ
ば
の
レ
シ
ピ
）を
勉
強
し

て
当
日
を
迎
え
ま
し
た
。

　

そ
ば
は「
挽ひ

き
た
て
」「
打
ち
た
て
」

「
茹ゆ

で
た
て
」の
三
た
て
が
お
い
し
く
い

た
だ
く
た
め
の
条
件
と
の
こ
と
。
子
ど

も
た
ち
に
は
、ち
ょ
っ
ぴ
り
大
き
め
の

そ
ば
打
ち
道
具
で
し
た
が
、体
い
っ
ぱ

い
使
っ
て
全
力
で
取
り
組
む
姿
に
、地

域
の
明
る
い
未
来
を
感
じ
ま
し
た
。

　
　
昨
年
、多
羅
尾
の
御
斎
峠
に
県
民

参
加
の
里
山
づ
く
り
事
業
で「
多
羅
尾

御
斎
の
杜
」が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
か

ら
は
伊
賀
盆
地
、遠
く
は
青あ
お
山や
ま
高
原
や

曽そ

爾に

高
原
の
山
々
ま
で
一
望
で
き
ま

す
。
最
近
朝
夕
の
冷
え
込
み
で
木
々

も
色
鮮
や
か
に
な
り
、陽
気
の
い
い
日

に
は
展
望
台
で
景
色
を
お
か

ず
に
お
弁
当
を
広
げ
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
を
す
ご
さ
れ

て
い
る
方
を
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

近
く
に
は
、弘
法
の
井
戸

や
仕し

置お
き

場ば

、徳
川
家
康
伊
賀

越
の
道
な
ど
も
あ
り
多
羅
尾

の
歴
史
を
ひ
も
解
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
10
月
16

日
に「
ば

ん
た
に
自

治
振
興

会
」が
主

催
す
る
第

１
回
目
の

大
会
を
記

念
し
、
開

会
式
で
は

城
山
中
学

校
の
吹
奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
演
奏
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
の
演
奏

で
入
場
行
進
を
さ
れ
た
区
民
の
皆
さ

ん
も
、一
様
に
感
動
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、前
日
か
ら
グ
ラ
ン
ド
に
溜
ま
っ
た

雨
水
の
吸
い
取
り
を
、演
奏
に
来
て
い

た
だ
い
た
生
徒
さ
ん
に
も
手
伝
っ
て

い
た
だ
き
、無
事
開
会
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
秋
空
の
も
と
競
技
に
、応
援
に
多
く

の
笑
顔
と
歓
声
が
あ
ふ
れ
る
一
日
と

な
り
、来
年
も
大
会
を
続
け
て
い
き
た

い
と
の
宣
言
も
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
合
優
勝
は
下
山
区
、準
優
勝
は
第

四
水
口
台
区
、３
位
は
桜
ケ
丘
区
で
し

た
。

　
土
山
町
今い

ま
じ
ゅ
く宿
区
で
受
け
継
が
れ
て

い
る
灯
し

に
つ
い
て

紹
介
し
ま

す
。

　
こ
の
灯

し
は
、「
火

の
用
心
」

を
呼
び
か

け
、
毎
晩

隣
か
ら
隣

へ
と
順
番

に
回
し
ま
す
。
回
っ
て
き
た
家
で
は
、

中
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
し
て
、玄
関

先
に
出
し
て
お
き
ま
す
。

　

正
面
の
和
紙
に
は
、「
町
内
安
全
」

「
愛
宕
社
」「
奉
納
」と
書
か
れ
て
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
習
慣
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た

か
分
か
ら
な
い
そ
う
で
す
が
、地
域
の

方
に
伺
う
と
少
な
く
と
も
80
年
以
上

続
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
修
復
が
重
ね
ら
れ
た
跡
や
、障
子
紙

が
破
れ
そ
う
に
な
る
と
誰
か
が
気
付

き
、毎
晩
き
れ
い
な
状
態
で
回
っ
て
く

る
と
い
う
話
か
ら
も
、地
域
で
大
切
に

守
り
継
が
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が

え
ま
し
た
。

め
ざ
せ　

そ
ば
名
人　

～
子
ど
も
た
ち
が 

そ
ば
打
ち
体
験
～

甲
南
第
三
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

新
名
所

　
「
多
羅
尾
御お

斎と
ぎ

の
杜も
り

」

多
羅
尾
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地
域
の
絆
を
深
め
る

～
伴
谷
地
区
体
育
大
会
～

伴
谷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地
域
に
伝
わ
る「
灯と
も

し
」

大
野
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

　
「
関
西
文
化
の
日
」と
は
、関
西
の
文
化
を
も
っ

と
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、関
西
一
円
の
文
化

施
設
で
、11
月
の
一
定
期
間
の
入
館
料
を
無
料
で

ご
利
用
い
た
だ
く
日
を
設
定
し
た
も
の
で
す
。

福
井
･
三
重・
滋
賀
･
京
都
･
大
阪
･
兵
庫・
奈

良・
和
歌
山・
徳
島・
鳥
取
の
２
府
８
件
の
約

４
５
０
施
設
が
参
加
し
て
お
り
、甲
賀
市
内
で
は

下
記
の
５
館
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

■
期 

日
／
11
月
19
日（
土
）・20
日（
日
）

■
内 

容
／
下
記
各
館
の
入
館
料
が
無
料

　
　
　
　
　
（
＊
印
は
通
常
も
入
館
無
料
）

◦
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館

　
ロ
ビ
ー
展「
甲
賀
の
モ
ノ
と
暮
ら
し
②
─
モ
ノ

を
入
れ
る
木
の
道
具
─
」開
催
中

　
　
☎
６
２
‐
７
１
４
１
／
Fax
６
３
‐
4
7
3
7

◦
水
口
城
資
料
館

　
　
☎
６
３
‐
5
5
7
7

◦
土
山
歴
史
民
俗
資
料
館
＊

　
企
画
展「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
一
日

　
　
　
〜
ち
ょ
っ
と
昔
の
暮
ら
し
〜
」開
催
中

　
　
☎
６
６
‐
1
0
5
6
／
Fax
６
６
‐
1
0
6
7

◦
東
海
道
伝
馬
館
＊

　
　
☎
／
Fax
６
６
‐
2
7
7
0

◦
甲
南
ふ
れ
あ
い
の
館
＊

　
企
画
展「
甲
賀
の
湿
田
農
耕

─
ひ
び
割
れ
た
大
地
に
生
き
る
─
」開
催
中

　
　
☎
／
Fax
８
６
‐
7
5
5
1

※�

関
西
文
化
の
日
に
つ
い
て
、詳
し
く
は「
関
西
文
化
．

com

」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w
.kansai

　

bunka.com
/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自治振興会は、11月 15 日現在、市の提案 23地
区の内、20地区で設立されています

関
西
文
化
の
日
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